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我々は、数十 keV から数 MeVにわたる Sub-MeV 領域での高感度宇宙観測を目指し、Si と CdTe を用いた
半導体コンプトン望遠鏡の開発を進めている。この半導体コンプトン望遠鏡は、数百ミクロンの位置分解能と
1keV(FWHM)に迫るエネルギー分解能を実現した両面シリコンストリップ検出器 (DSSD)を多段に積み重ね、そ
の周囲を光子阻止能に優れた CdTeピクセル検出器で取り囲むことで、小型・軽量でありながらも高いコンプト
ン散乱検出効率を実現できるという特徴をもつ。
これまでに 2.56 cm角のDSSDを 6 段スタックし、周囲にCdTeピクセル検出器を配置したプロトタイプによ
り、80 keVから 661 keVにわたる領域で、DSSDでコンプトン散乱された光子がCdTeで光電吸収される過程を
追跡し、イメージ再構成とスペクトル取得を成功させた。我々は、現実の天体観測において大きな成果を生むた
めに、100 keV photonに対し 10 %の検出効率を目指しており、そのためには読み出し回路を最小限に保ちなが
ら、散乱部であるDSSDの面積を拡大し、それを数十段に積み上げる技術の開発が必須である。
本講演では実用的なコンプトン望遠鏡の見通しを立てた、２ つの実験成果について報告をする。ひとつは大面
積化に見通しをたてた 4 cm角のDSSDデバイスの性能評価であり、もうひとつは多段化を可能にするDSSDの
フローティング読み出し実験の成果である。また、DSSDスタックを支持する構造体は、DSSDでコンプトン散
乱された光子が CdTeに到達するのを妨げる効果を持つが、これが観測に及ぼす影響についてのシミュレーショ
ンを行い、来年度に予定する気球実験用のコンプトン望遠鏡の設計方針について議論する。


